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米国での新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染者数の推移

感染者増加数

感染者増加数（7日移動平均）

  発表日：2020 年７月 27 日（月） 

米国 感染者急増でも７月前半の総失業者数は減少 
～失業者の減少ペースは鈍化へ～ 

第一生命経済研究所 調査研究本部 経済調査部 

主任エコノミスト 桂畑 誠治（℡：03-5221-5001） 

 

４月末から５月 21 日かけて 50 州全てでロックダウンの段階的な解除が開始され、その後も多くの地

域で解除が続いたことから、労働市場は回復傾向を辿ると予想される。しかし、新型コロナウイルス感

染者の増加ペースは、経済活動を優先した拙速なロックダウン解除、マスク不着用、３密を考慮しない

行動などによって再加速している。米国での７月 26 日時点の新型コロナウイルスの累積感染者数は

431.6 万人、死者数は 14.9 万人を超えた。このため、感染拡大を防ぐためにソーシャルディスタンスを

維持・強化せざるを得ず、労働市場の回復ペースは抑制されると見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 18 日までの１週間の米新規失業保険申請件数（季節調整済み）は、新型コロナウイルス感染者

数の増加ペース急拡大などもあり、141.6 万件(前週 130.7 万件)、前週比 10.9 万件増と 16 週ぶりに前

週比で増加し、17 週連続で高水準にとどまった。ただし、季節調整前では前週より 14 万 1,816 件減少

している。失業保険の支給額が通常分に週 600 ドル上乗せされているため、新規の失業保険申請件数

の減少が例年よりも少なかったことで、季節調整後の数値が増加した。また、新型コロナウイルスの

感染拡大による特殊な状況のため、季節調整が困難となっている。これらの影響を小さくする４週移

動平均（季節調整済み）では 136 万 250 件と前週比 1万 6,500 件減少しており、前週比での減少基調

が増加傾向に転じたと判断するのは早計であろう。 

７月 11 日までの１週間の失業保険継続受給者数（新規失業保険申請件数より公表が１週間遅い）は
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本資料は情報提供を目的として作成されたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。作成時点で、第一生命経済研究所経済調

査部が信ずるに足ると判断した情報に基づき作成していますが、その正確性、完全性に対する責任は負いません。見通しは予告なく変更される

ことがあります。また、記載された内容は、第一生命保険ないしはその関連会社の投資方針と常に整合的であるとは限りません。 
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（千人） 新規失業保険申請件数の推移

実数

４週間移動平均

(出所)米労働省
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(千人）（％） 失業保険受給者数と受給者比率の推移

受給者比率(左）

失業保険受給者数(右）

(出所)米労働省

1,619.7 万件、前週比▲110.7 万件減少した。また、同週の失業保険受給者比率は 11.1％（前週の

11.8％）と低下している。米国の失業率は、６月に 11.1％と４月の 14.7％をピークに低下し、７月も

低下すると見込まれる。 

新型コロナウイルスの感染拡大ペースが加速するなかで、７月前半の総失業者が減少しており米労

働市場の改善は続いていると判断される。ただし、失業保険継続受給者数、失業保険受給者比率とも

に依然として高い水準にとどまっており、７月の失業率も 10％台に高止まりするとみられ、米労働市

場の回復ペースは鈍化しよう。 

 

州別の新規失業保険件数では、経済活動再開によって申請件数は前週比で減少しているが、高い水

準。外出制限の解除時期のほか、その緩和の程度、人口の違いによって州ごとに差がでており、７月

18 日に終わった週の水準をみると、人口が最大で感染者数が急増しているカリフォルニアが 29 万

2,673 件（前週比＋7,759 件）と、引き続き高い水準となった。次いで、ジョージアが 12 万 281 件

（同▲1万 8,171 件）、フロリダが 10 万 5,410 件（同▲2万 7,421 件）と続いた。前週比で増加した州

は、多い順にバージニア（前週比＋7,896 件）、カリフォルニア（同＋7,759 件）、ルイジアナ（同＋

4,804 件）、ネバダ（同＋4,109 件）と前週の 33 州から 15 州に減少した。一方、前週比で減少した州

は、多い順にフロリダ（前週比▲2万 7,421 件）、テキサス（同▲1万 8,605 件）、ジョージア（同▲1

万 8,171 件）、ニュージャージ(同▲1万 3,219 件)と続いた。感染者数が増加しているテキサス、フロ

リダなどでは感染者数の増加ペースが加速しており、これらの州の失業者は再び増加する可能性があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


